
令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 中学部 学  年 １年・２年・３年 

教科等名 音楽 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

（知・技）曲や曲名の雰囲気と音楽の構造などとの関わりについて気付くとともに、音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、音楽づくり、身体表現の技能を身に付ける。 

（思・判・表）音楽表現において表したい思いや意図をもち、音や音楽を味わいながら聴くことができる。 

（主）すすんで音や音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じながら、音楽経験を生かして生

活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。 

担当教師 教師：細谷鈴奈 藤塚大輔 中島海美 櫻井泰子 ＣＧ：三上和美 川上健太郎  

年間授業時数 １年：75単位時間 ２年：74単位時間 ３年：73単位時間 

使用教科書 

１年：音楽☆☆☆☆（東京書籍） 

２年：うたいましょう おどりましょう（あかね書房 

３年：音楽☆☆☆☆☆（東京書籍） 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

季 節 を 感

じよう  

13 

○楽器の音色を聞いたり、触れたりする。 

◆音楽の授業の流れに見通しをもち、主体的に参加しようとする。 

〇季節の曲や映像を鑑賞する。 

◆楽器の音色や映像から、季節を感じ取る。 

・始まりの曲（名前呼び） 

・今日の楽器 

・打楽器の演奏（手指で直接触れる楽器） 

・歌唱「校歌」   ・鑑賞 

・音色に合わせて映像も

提示することで、季節

を感じやすくする。 

・鑑賞では選択肢を用意

し、気に入った曲を選

べるようにする。 
５ 

６ 

音 の 違 い

を 感 じ よ

う  

 １年：14 

２年：14 

３年：13 

○楽器の音色を聞いたり、様々な奏法やリズムを試したりする。 

◆バチやマレットを使用し、２つの音をどちらも鳴らそうとする。 

〇世界各国を代表する楽器の名称と、音色を知る。 

◆各楽器の名称が分かり、音の特徴を聴きとることができる。 

・始まりの曲（名前呼び） 

・今日の楽器 

・打楽器の演奏（２つの音程が鳴る楽器） 

・歌唱（季節の日本歌曲）  ・鑑賞 

・実態に合った太さ、固

さのマレットを使用す

る。 

・教師は２つの音程の違

いを身体でも表現し、

伝える。 

・曲の終始が明確になる

よう、簡潔な前奏と後

奏をピアノで示す。 

７ 

９ 

合 奏 を し

よう  

 

15 

〇自分の役割を知り、合奏に参加する。 

◆ピアノ伴奏と友達の演奏に合わせ、タイミングよく演奏する。 

〇季節の曲や映像を鑑賞する。世界各国の音楽を鑑賞する。 

◆各楽器の名称が分かり、音の特徴を聴きとることができる。 

・始まりの曲（名前呼び） 

・今日の楽器 

・合奏 

・歌唱（季節の日本歌曲）  ・鑑賞 

・実態に合った太さ、固

さのマレットを使用す

る。 

・グループで繰り返し練

習することで、自分の

役割を整理して演奏す

る。 

 
10 

11 

世 界 各 国

の 音 楽 を

演 奏 し よ

う、鑑賞し

よう  

１年：14 

２年：13 

３年：14 

○好きな音色の楽器を選択し、様々な奏法やリズムを試すなどする。 

◆バチやマレットを使用し、選択した音を鳴らそうとする。 

〇季節の曲や映像を鑑賞する。世界各国の音楽を鑑賞する。 

◆楽器の音色や映像から、世界各国の曲想を感じ取る。 

・始まりの曲（名前呼び） 

・今日の楽器 

・打楽器の演奏（複数の打楽器から選択する） 

・歌唱（季節の日本歌曲）  ・鑑賞 

・それぞれの打楽器を効

果的に提示し、期待感

をもって選択できるよ

うにする。 

・実態に合った太さ、固

さのマレットを使用す

る。 

 

12 

１ 
日 本 の 伝

統 音 楽 を

演 奏 し よ

う、鑑賞し

よう  

１年：19 

２年：19 

３年：18 

○日本の伝統的な曲や楽器の、世界観や音を感じる。 

◆和楽器の映像から演奏するイメージを膨らませ、鳴らそうとする。 

〇季節の曲や映像を鑑賞する。日本の伝統的な音楽を鑑賞する。 

◆楽器の音色や映像から、日本の伝統的な音楽の特徴を感じ取る。 

・始まりの曲（名前呼び） 

・今日の楽器 

・打楽器の演奏（様々な和楽器） 

・歌唱（季節の日本歌曲）  ・鑑賞     

・日本の正月飾りなどを

提示することで、視覚

的にも正月の雰囲気を

感じ取れるようにす

る。 ２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門中学部 学年 １年・２年・３年 

教科等名 外国語（英語） 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい         

（知・技）  アルファベットを覚えたり、英単語での表現について知り、外国

語で伝えることができるようにする。 

（思・判・表）自分が伝えたい事柄を考え、どの単語を使って伝えるかを判断し、 

自分の気持ちを表現することができる。 

（主）    外国語を使って、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態 

度を養う。 

担当教師 
教師：藤塚大輔 櫻井泰子 中島海美 鵜沼利枝 

ＣＧ: 三上和美 川上健太郎 

年間授業時数 １年：３８単位時間 ２年：３７単位時間 ３年：３７単位時間 

使用教科書 
１年：NewABCofENGLISH 単語編（三省堂書店）２年：CD つき 楽しく歌える英語のうた（成美堂出版） 

３年：英語カード あいさつと話しことば編（くもん出版） 

 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

 

５ 

挨拶や自己紹介を

しよう 

 

 

 

アルファベットを

覚えよう 

７ 

○英語で挨拶を交わしたり、自己紹介した

りする。 

◆教師や友達に対して積極的にコミュニ

ケーションをとる。 

 

○アルファベットを聞き分けたり、文字の

形を見分けて同じものを探したりする。 

◆自分の名前のアルファベットを選ぶこ

とができる。 

 

・ＩＣＴ機器を

活用し、動画や

音 楽 を 用 い て

楽 し く 学 習 で

き る よ う に す

る。 

 

・歌やゲームを

通 し 声 に 出 す

反 復 練 習 す る

ことで英語を 

身 近 な も の と

感 じ ら れ る よ

うにする。 

 

 

・自信をもって

コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を と れ

るように、ネイ

テ ィ ブ と の 関

わ り を 体 験 す

る場を設ける。 

 

 

・英語で挨拶を

したり、英語の

指示を聞いて

行動したりす

ることに慣れ

るようにする。 

６ 

 

７ 

クイズに答えよう 

７ 

〇Ｗhat is this?の表現を使い、クイズに

答えたり、クイズを出したりする。 

◆疑問形のアクセントで伝えることがで

きる。 

９ 

 

10 

動物園に行こう 

 

 

 

 

カウントしよう 

８ 

〇動物の単語や I like ～.という表現を 

使って活動する。 

◆I like ～.を使って自分の好きな動物

を表現できる。 

 

○英語で動物の数を数える。 

◆英語で 10 まで数えることができる。 

11 

 

12 

外国の冬の行事を

知ろう 1 年：７ 

2 年：６ 

3 年：７ 

○外国の行事などを知り、外国の文化を体 

験する。 

◆行事に関連する英単語や自分が行いた

いことを表現することができる。 

１ 

 

２ 

 

３ 

It's ａ small 

 Warld 

 

 

 

色と形 

1 年：９ 

2 年：９ 

3 年：８ 

○イギリス、スイス、オーストラリアなど

の国の文化に触れる。 

◆その国の歌を聴いて活動したり、楽しか

ったことを表現できる。 

 

〇造形を通して、色や形の英語表現を学

ぶ。 

◆自分の好きな色や形を選んで英語で発

音することができる。  



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 中学部 学  年 １年・２年・３年 

教科等名 職業・家庭 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

職

業 

(知・技)職業について関心をもち、将来の職業生活に係る基礎的な知識

や技能を身に付けようとする。 

(思・判・表)将来の職業生活に必要な事柄について触れ、課題や解決策

に気付き、実践するなど、課題を解決する力の基礎を養う。 

(主)将来の職業生活の実現に向けて、生活を工夫しようとしている。 

家

庭 

(知・技)生活の自立に必要な家族や衣食住、消費等についての基礎的な

理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。  

(思・判・表)家庭生活に必要な事柄について触れ、課題や解決策に気付

き、実践するなど、日常生活において課題を解決する力の基礎を養う。  

(主)家族や地域の人々とのやりとりを通して、よりよい生活の実現に向

けて、生活を工夫しようとする態度を養う。 

担当教師 
教師：藤塚大輔 櫻井泰子 中島 海美 

ＣＧ: 三上和美 川上健太郎 

年間授業時数 １年３７単位時間 ２年３７単位時間 ３年３７単位時間 

使用教科書 

１年：坂本廣子のひとりでクッキング①朝ごはんをつくろう！(偕成社) 

２年：坂本廣子のひとりでクッキング②昼ごはんをつくろう！(偕成社) 

３年：坂本廣子のひとりでクッキング⑦おべんとうをつくろう！(偕成社) 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

通

年 

みんなの役に立つ 

 

 

〇依頼に応じた活動 

◆頼まれた仕事を理解し、最後までやり遂

げようとする。 

・達成感を感じら

れるように、報

告し称賛される

場 面 を 設 定 す

る。 

４ 
挨拶の仕方を知る 

 

 

 

働く力を高める① 

 

 

12 

〇場に応じた挨拶の仕方 

◆家庭生活や職業生活に関わる挨拶を身

に付ける。 

〇様々な軽作業 

 ・掃除、台拭きなど 

◆掃除の方法や事務作業などの基本的な

仕事を経験する。 

・職業生活で使え

るような、丁寧

な言葉を指導す

る。 

・注意すべき点を

意 識 で き る よ

う、確認する。 

 

５ 

６ 

７ 

９ 
挨拶を実践する 

 

 

働く力を高める② 

 

 

15 

〇場に応じた挨拶 

◆学習した挨拶を、主体的に、作業の中で

使う。 

〇様々な軽作業 

 ・コピー、シュレッダーなど 

◆掃除の方法や事務作業などの基本的な

仕事を経験する。 

・必要に応じ、絵カ

ー ド や Ｖ Ｏ Ｃ

Ａ、語彙シート

を準備する。 

・必要に応じ、ガイ

ドなどが分かり

やすい教材を作

成する｡ 

10 

11 

12 

１ 
衣服の着方や手入

れの仕方を学ぶ 

 

 

働く力を高める③ 

 

10 

〇衣服の着方や手入れの仕方 

◆場面に応じた日常着の着方や手入れの

仕方を知り、実践する。 

〇様々な軽作業 

 ・物品補充、ごみの分別など 

◆掃除の方法や事務作業などの基本的な

仕事を経験する。 

・生徒の反応を待

ち、主体的な活

動を促す。 

・手順表を作成し、

一人で見通しを

もって取り組め

るようにする。 

２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 中学部 学  年 １年・２年・３年 

教科等名 作業学習 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技) 安全への配慮や基本的な道具の扱い方などを知り、日常生活でも活用

できる力を身に付ける。 

(思・判・表) 将来の社会参加に向けて、生徒一人一人が生き生きと生活するた 

めに必要な意欲や態度を培い、人間関係の形成を図る。 

(主) 作業活動を計画的に継続して行うことで、主体性や充実感、達成感を得る。 

担当教師 
教師：藤塚大輔 櫻井泰子 中島海美 

ＣＧ: 三上和美 川上健太郎 

年間授業時数 １年 79 単位時間 ２年 80 単位時間 ３年 80 単位時間 

使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

作 業 の 流 れ を

知る 

 

 

 

 

ク リ ア フ ァ イ

ル作り 

１年 29 

２年 29 

３年 27 

○作業学習について見通しをもつ 

◆身支度、作業の準備の流れを知る。 

◆報告、連絡、相談の仕方を知る。 

◆丁寧な言葉遣いや挨拶を身に付ける。 

◆作業に取り組む姿勢や落ち着き、集中力、

達成感など、働く態度や意欲を身に付け

る。 

○オリジナルクリアファイル作り 

◆クリアファイル作りの手順を知り、正し

く行うことができる。 

◆作業に興味をもち、意欲をもって取り組

めるようになる。 

 

・昨年度の作業につ

いて振り返り、今

年度の具体的な

内容を示す。 

 

・使用する用具や材

料の大きさ、重

さ、形状、材質、

など生徒が安全

に扱えるものを

使用する。 

 

・担当する工程を一

定にしたり、変化

を付けたりする。 

 

・個別に行う作業と

友達と協力する

作業と分け、それ

ぞれに合わせた

作業環境を作る。 

 

・挨拶の言葉、依頼

の言葉、感謝の言

葉を、場に応じ

て、自分から、使

い分けることが

できるように、具

体例を示す。 

 

・体調に合わせて作

業内容を構成す

る。 

５ 

６ 

７ 

９ 
分担して作る 

 

 

 

１年 16 

２年 17 

３年 17 

○オリジナルクリアファイル作り 

◆作る手順が分かり、集中して自らが担当

する作業を進めることができる。 

◆分業し、協力して製品をつくる経験を積

む。 

 

10 

11 

リ サ イ ク ル 活

動を体験する 
１年 14 

２年 14 

３年 16 

○古紙や裏紙のリサイクル活動 

◆リサイクルの流れを知り、手順を覚える。 

◆作業に必要な道具を理解し、円滑な扱い

方を身に付ける。 

12 

１ 

メモ帳作り 

１年 20 

２年 20 

３年 20 

○古紙や裏紙のリサイクル 

◆活動に見通しをもって、主体的に活動に

取り組む。 

◆分業し、協力して製品をつくる経験を積

む。 

 

２ 

３ 

      



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 中学部 学  年 １年・２年・３年 

教科等名 保健体育 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技) 運動の楽しさや喜びに触れ、個々の特性に応じた動きで身体を動かす技

能を身に付けている。 

(思・判・表) 各種の運動の自分やグループの課題を見付け、その解決に向けて自

ら思考し判断しているとともにそれらを他者に伝えている。 

(主) きまりや簡単なスポーツのルールなどを守り、友達と協力したり、安全に留

意したりして、最後まで楽しく運動しようとしている。 

担当教師 
教師：藤塚大輔 櫻井泰子 中島海美 

ＣＧ: 三上和美 川上健太郎 

年間授業時数 １年７３単位時間 ２年７３単位時間 ３年７２単位時間 

使用教科書 

１年：こどものずかん Mio（みお）⑨ひとのからだ（ひかりのくに） 

２年：かがくのとも傑作集きゅうきゅうばこ（福音館書店） 

３年：子どもの健康を考える絵本④からだがすきなたべものなあに？（偕成社） 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

通

年 

身体作り運動  

 

〇ラジオ体操、ストレッチ、ヨガ 

◆多様な動きを体験し、身体をほぐしたり、

体力を向上させたりする。 

・リラックスして取

り組めるよう、環

境を整える。 

４ 

陸上運動 

 

 

 

 

 

 

水泳 

 

 

23 

 

 

 

４ 

○集合・整列・準備体操・授業参観発表 

◆健康の保持増進や体力の向上を図る。 

○課題走練習・走競技・投競技・デフリン

ピックについて 

◆ルールを理解し、完走する技能を身に付

ける。 

◆身体のいろいろな使い方を学び、楽しみ

ながらボディーイメージを高める。 

◆デフリンピックの種目やルール、競技環

境に興味・関心をもつ。 

○水慣れ・個別の泳法練習 

◆個別の課題に取り組み、歩行など水中で

しかできない動きを経験する。 

 

・興味をもちやすい

活動を設定する。 

・個々に対して意欲

的に取り組める

目標を設定する。 

・興味をもちやすい

個々の課題を設

定する。 

・補助具を使用し、

恐怖感や抵抗感

を和らげる。 

５ 

６ 

７ 

９ 
水泳 

 

球技 

 

 

 

３ 

 

 

 

25 

○水慣れ・個別の泳法練習 

◆個別の課題に取り組み、歩行など水中で

しかできない動きを経験する。 

○ボッチャ、ティーボール 

ハンドサッカー 

◆仲間と連携し、ゲーム展開できるように

する。相互に影響を与え、関わっている

ことを理解する。 

 

・補助具を使用し、 

恐怖感や抵抗感 

を和らげる。 

・的となる対象物を

見やすくする。 

・実態に応じて傾斜

台等を使用する。 

10 

11 

12 

１ 

武道 

 

 

 

ダンス 

 

９ 

 

１年９ 

２年９ 

３年８ 

 

○武道の基本的な挨拶と技の練習 

◆相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を覚

え、基本となる技ができるようにする。 

○仲間と共に感じを込めて同じ動きを合わ

せたり、 イメージを捉えて自己を表現し

たりする。 

◆感じを込めて踊り、集団で息を合わせる

楽しさや喜びを味わう。 

・感性を大切にし

て、個々が表現し

たい動きの支援

を行う。 

・支援方法を工夫

し、主体的な動き

を引き出す。 

・多くの身体部位を

使う活動を設定

する。 

２ 

３ 

  



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 中学部 学  年 1 年・2 年・3 年 

教科等名 生活単元学習 学習グループ（教育課程） Ｂ(知的代替) 

ねらい 

(知・技) 自分と身近な社会や自然との関わりについて興味や関心をもち、知識 

の幅を広げる。理科や社会科的な学習に取り組み、知識や体験を豊かにする。 

(思・判・表) 自立的な生活に向けて自身に必要な基礎的な能力と態度を考え、

身に付ける。 

(主) 学校生活や日常生活に関連した単元を通して、課題に主体的に取り組み、 

具体的な経験を積み重ねる。 

担当教師 
教師：藤塚大輔 櫻井泰子 中島海美 

ＣＧ: 三上和美 川上健太郎 

年間授業時数 １年１５７単位時間 ２年１４８単位時間 ３年１４７単位時間 

使用教科書 

１年：世界の国旗カード１集（くもん出版）、科学シリーズ地球（福音館） 

２年：日本地図カード（くもん出版）、でんじろうの DVD でわかるおもしろ実

験（講談社） 

３年：みぢかなかがくシリーズ町たんけんはたらく人みつけた（福音館）、 

小学館の図鑑 NEO プラスくらべる図鑑（小学館） 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

通

年 

図書に親しもう 

 

○図書館の利用 

◆適切に図書館を利用し、読書に親しむ。 

・学習内容が分かりや 

すいように提示す 

る。 

・個別に課題を設定し 

て取り組めるよう 

にする。 

・安全に道具を使える 

ように指導する。 

・場合によって図書と 

インターネットを

使い分けて指導す

る。 

・生徒が進んで意見 

を出しやすい雰囲 

気作りをする。 

 

４ 

 

新しい生活の準備

をしよう 
11 

○自己紹介、目標、日直表の作成 

◆新しい環境に慣れ、自分の課題を確認する。 

５ 
作物を育てよう 

22 

〇栽培・収穫 

○収穫物の販売経営 

◆成長経過を知り、収穫の喜びを知る。 

◆販売の仕事内容やその工夫を知る。 ６ 

デフリンピックに

ついて学ぼう 

1 年 21 

2 年 21 

3 年 19 

〇デフリンピックの調べ学習 

◆デフリンピックに興味・関心をもつ 
７ 

９ 
社会見学へ行こう 

20 

○社会見学の事前・事後学習。場所、時間、見学内

容、代金の支払い、まとめ 

◆社会見学に興味・関心をもつ。 

10 
日本の地理 1 年 15 

2 年 11 

3 年 12 

〇日本の地図と都道府県 

◆都道府県名や特産品を調べ日本の地理に興味を

もつ。 

11 世界の国々 1 年 15 

2 年 11 

3 年 12 

〇世界の国々 

◆世界の国々の食べ物、気候、風習などから日本と

外国の違いに気付く。 

12 
ニュース調べ 

16 
〇社会の出来事に関心をもち、調べ学習を行う。 

◆毎回ニュースを調べ、自分の言葉で発表する。 

１ 
しか湯に入ろう 1 年 18 

2 年 18 

3 年 18 

○バスボム作り、清掃、接客、等の係分担の話合い 

◆自分の健康や衛生について意識を高め、友達と協

力して作業を進める。 

２ 感謝の気持ちを伝

えよう 
1 年 19 

2 年 18 

3 年 17 

○他者に喜んでもらうために、活動内容や係分担の

話合い活動を行い、調理、清掃、接客の仕方、教

室の装飾作成に取り組む。 

◆自分の役割を自覚し、進んで活動に取り組む。 
３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 中学部 学  年 １年２年３年 

教科等名 
総合的な学習の時間 学習グループ（教育課

程） 

Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技) 課題の解決に必要な知識及び技能を身に付ける。 

(思・判・表) 自分で情報を集め、整理して、まとめたり表現したりすること

ができるようにする。 

 (主) 互いのよさを生かしながら、積極的に社会 に参加しようとする。 

担当教員 教師：藤塚大輔 櫻井泰子 中島海美 ＣＧ: 三上和美 川上健太郎 

年間授業時数 １年：４２単位時間 ２年：４１単位時間 ３年：４１単位時間 

使用教科書 なし 

月 
単元（題材）

名 
指導時数 

○主な学習内容、◆ねらい（評価の観

点） 
指導の工夫 

４ 

１学期の目標

を決めよう 

 

１
年 

２
年 

３
年 

〇目標を決める。 

・目標を決め、発表する。 

◆自分で目標を考えることができる。 

・活動に見通

しがもてる

ように、活

動内容や流

れを分かり

やすく提示

する。 

 

・視聴覚機器

を使用し、

イメージが

もてるよう

にする。 

 

・各活動の中

で個々の課

題 を 設 定

し、達成感

を感じられ

るように工

夫する。 

 

・インターネ

ットを利用

できるよう

に環境を整

える。 

 

・ 写 真 や 映

像、成果物

を活用し、

学習内容を

振り返る。 

２ ２ ２ 

学校内のルー

ルを知ろう 

 

 

 

６ ６ ６ 

○学校内の廊下の歩き方を知る。 

・学校内での廊下やスロープの歩きかたの

方法を学ぶ。 

◆廊下を歩く方法を自分で出来たり、介助者

に伝えられたりできるようになる。 
５ 

６ 1 学期まとめ

の会をしよう 

 

７ ７ ６ 

〇まとめの会の企画、準備 

◆話し合いを行い、意見を出し合う経験を積

む。 ７ 

９ 

２学期の目標

を決めよう 

 
２ ２ ２ 

〇目標を決める。 

・目標を決め、発表する。 

◆どの教科で何を頑張るかを考えることが

できる。 

防災について 

 

 ９ ８ ９ 

○災害とその防災を知る。 

・具体的な避難の方法を知る。 

◆防災の方法や、防災グッズなどについて学

ぶ。 

10 

11 ２学期まとめ

の会をしよう 

 

 

６ ６ ６ 

〇まとめの会の企画、準備 

◆招待する相手のことを考え、準備をする。 

◆話し合いを通して、相手の意見を受け入れ

る経験を積む。 12 

１ 

３学期の目標

を決めよう 

 

 

２ ２ ２ 

〇目標を決める。 

・目標を決め、発表する。 

◆１学期、２学期の達成度から、教科や何を

頑張るかを考えることができる。 

交通ルールに

ついて 

３ 

 

３ 

 

３ 

 

〇交通ルールについて学ぶ。 

◆道路を歩く時の方法を学ぶ。 
２ 

３学期まとめ

の会をしよう 

５ 

 

５ 

 

５ 

 

〇まとめの会の企画、準備 

◆招待する相手のことを考え、計画的に準備

をする。 

◆様々な意見を出し合い、よりよい計画をた

てる意識をもつ。 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

 

部門・学部 肢体不自由教育部門 中学部 学  年 １年 

教科等名 特別活動（学級活動） 教育課程 知的代替／自立 

ねらい 

(知・技) 集団活動をする上でのルールを意識し、友達や教職員と関わりを通し

て、コミュニケーション能力の向上を図る。 

(思・判・表) 友達とともに活動することに楽しさを感じ、気持ちを表すことが

できる。 

(主)ゲームを通して集団活動の楽しさを学び、様々な活動に主体的に参加する。 

担当教師 

教師：長谷川真一 足立礼佳 新井茉菜 榎崎いづみ 田中稔子 高野寿子  

井上由里子 内田亮介 

ＣＧ：河崎千恵美 曽根浩美 黛誠子 

年間授業時数 ３７単位時間 

使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

新転入生歓迎会 

 

学年の歌 

 

 

 

年間予定について 

 

集団ゲーム 

 

 

 

１学期まとめ会 

１３ 

 

○新転入生歓迎会に期待感をもって参加する。 

◆中学生になった自覚を高める。 

〇曲を決める。友達のよいところを発表して、

歌詞を考える。 

◆学年の歌をみんなで考えて、学年の時間の始

まりを意識し、集団意識を高める。 

○年間予定を知り、係決めをする。 

◆自分の係を意欲的に決める。 

〇友達を意識して物のやり取りを含むゲーム

を行う。 

◆友達を意識して働きかけたり、相手の顔を見

て活動することができる。 

○努力したことを発表する。 

◆自分の気持ちを皆に伝えることができる。 

・Ａ・Ｂ学習グル

ープ の 生徒 の

活動 が 偏ら な

いよ う に配 慮

する。 

 

 

 

・写真を映し出す

視聴 覚 機器 を

使用する。 

５ 

６ 

７ 

９ 

夏の思い出の発表 

 

防災訓練 

事前・事後指導 

 

 

虹輝祭事前・事後指導 

 

 

 

２学期まとめ会 

 

１３ 

 

○楽しかった思い出を発表する。 

◆自分の言葉で発表することができる。 

○防災教育の写真やビデオなどを見てイメー

ジする。 

◆防災教育や防災訓練に見通しと目標をもち、

経験を重ねる。 

○虹輝祭で展示する作品の準備をする。また、

舞台発表を鑑賞し、感想を共有する。 

◆自分の作品や友達の作品、舞台発表に注目す

ることができる。 

○努力したことを発表する。 

◆自分の気持ちを皆に伝えることができる。 

・生徒が自発的に

取り 組 める よ

うに配慮する。 

10 

11 

12 

１ 

冬休みの思い出発表 

 

生徒会選挙 

事前・事後学習 

 

３学期まとめ会 

 １１ 

 

○楽しかった思い出を発表する。 

◆自分の言葉で発表することができる。 

○生徒会選挙のやり方を知る。 

◆立候補者は、自分の考えや意見を皆の前で発

表することができる。 

○頑張ったことを発表する。 

◆自分の気持ちや思いを皆に伝えることがで

きる。また、友達の発表に注目できる。 

・生徒会選挙を通

して、来年度自

分た ち が学 部

をリ ー ドす る

こと を 意識 さ

せ、意欲がもて

るようにする。 

 

２ 

３ 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門中学部 学  年 １年 

教科等名 日常生活の指導 学習グループ(教育課程) Ａ (自立)Ｂ(知的) 

ねらい 

(知・技) 食事や教室環境に関する衛生マナーの習慣を身に付け、自分でで 

きることを増やそうとする。  

(思・判・表) 身辺処理の課題に工夫して取り組み、支援が必要な時には依頼の 

仕方を考えて伝えようとすることができる。 

(主) 係活動に意欲的に取り組んだり、日常生活動作に積極的に取り組んだりしよう

としている。 

担当教師 

教師：長谷川真一 足立礼佳 新井茉菜 榎崎いづみ 田中稔子 高野寿子  

井上由里子 内田亮介 

ＣＧ：河崎千恵美 曽根浩美 黛誠子 

年間授業時数 １９２単位時間 

使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 
自分から挨拶し

よう 

 

 

健康を意識しよ

う 

 

 

係仕事をしよう 

 

 

見通しをもって

活動しよう 

 

 

（通年） １９２ 

○日常的なマナー（挨拶など） 

◆相手の顔を見て、発声や身振りで挨拶を

する 

◆身近な教師に自分からコミュニケーショ

ンをとろうとする 

 

○日常生活動作の指導（協力動作など） 

◆安全な食事の仕方を学ぶ 

◆おむつ替えや着替え、トイレの際に協力

動作をする 

 

○健康管理の指導（水分補給など） 

◆健康に留意する 

 

○係活動など 

◆係仕事を積極的に行う 

◆学校生活の見通しをもち、主体的に活動

する 

 

・写真やイラストなど、

視覚的に提示して意

識づける 

・毎回同じ言葉掛けで

提示する 

・個に合わせた排せつ

指導を行う 

・安定した姿勢、呼吸状

態で食事を摂る 

・家庭と連携を図り健

康状態について細か

く把握する 

・毎日繰り返し活動す

ることで、係仕事な

どの役割の理解を促

す 

 

５ 

６ 

７ 

９ 

10 

11 

12 

１ 

２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 中学部 学  年 １年・２年・３年 

教科等名 国語 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技) 自分の考えを文で書いたり、平仮名や漢字などを書いて覚えたりする

など、書く力を高める。 

(思・判・表) 文章や口語、物語の内容を理解し、物語の世界への興味・関心を 

高める。 

(主) 自分の思いを、自分の言葉で伝えようとする気持ちを高める。 

担当教師 
教師：藤塚大輔 櫻井泰子 中島 海美 

 ＣＧ: 三上和美 川上健太郎 

年間授業時数 111 単位時間 

使用教科書 

１年：にほんごだいすき１―ワークブック―（むぎ書房） 

２年高嶋式 子どもの字がうまくなる練習ノート（ＰＨＰ研究所） 

３年：漢字がたのしくなる本ワーク①基本漢字あそび（太郎次郎社） 

五味太郎言葉図鑑６ くらしのことば（偕成社） 

ゆっくり学ぶ子のための「こくご」②（同成社） 

こくご☆☆☆☆（東京書籍） 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

通

年 

 

課題別学習 

 

 

 

通年 

 

 

○言葉とイラストのマッチング、プリン

ト学習、平仮名の書き、漢字の読み 

◆読んだり書いたりする文字を増やすこ

とができる。 

 

・言葉を、ゆっく

りと伝える。 

・発話を促す。 

・図書館の利用を

定期的に行う。 

･擬音、比喩など興

味を引く表現の

ある本や、繰り

返しの表現や人

物の対比がある

本を選ぶ。 

･身近なものの絵

や写真を手がか

りに、文字を書

く練習をする。 

・生活に則した言

葉として使える

よう、他の教科

や生活単元学習

の内容と関連付

ける。 

・個別と集団の両

方の学習形態で

進める。 

４ 
物語に親しもう 

 

 

 

 

音読をしよう 

 

  

 

 

 

 38 

○図書館で自分の好きな本を借りて読ん

だり、好きな本を発表したりする。 

◆本に慣れたり、読み聞かせを聞いたり

して語彙を増やすことができる。 

 

○短い文章や詩の音読 

◆話せる言葉を増やしたり、明瞭に発声

したりする。 

 

５ 

６ 

７ 

９ 物語に親しもう 

 

 

 

 

手紙を作ろう 

 

 

 

44 

○図書館で自分の好きな本を借りて読ん

だり、好きな本を発表したりする。 

◆本に慣れたり、読み聞かせを聞いたり

して語彙を増やすことができる。 

 

○年賀状などお便りの書き方 

◆相手への気持ちを言葉で表現できる。 

10 

11 

12 

１ 
書き初めをしよう 

 

 

 

物語に親しもう 

 

 

 

 

29 

〇書道 

◆自分の名前や好きな言葉を、毛筆で書

くことができる。 

 

○図書館で自分の好きな本を借りて読ん

だり、好きな本を発表したりする。 

◆本に慣れたり、読み聞かせを聞いたり

して語彙を増やすことができる 

２ 

３ 

   



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 中学部 学  年 １年・２年・３年 

教科等名 数学 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

（知・技）数量や図形についての基礎的な概念を理解する。 

（思・判・表）基礎的・基本的な数量や図形の性質などに気づき、数学的な表

現を用いて表現する力の素地を養う。 

（主）数学的活動の楽しさや数学の良さに気づき、自ら生活や学習に活用しよ

うとする態度を養う。 

担当教師 教師：藤塚大輔 櫻井泰子 中島海美  CG: 三上和美 川上健太郎 

年間授業時数 １１８単位時間 

使用教科書 
１年 ゆっくり学ぶ子のための「さんすう」④（同成社）２年 ゆっくり学ぶ

子のための「さんすう」⑤（同成社）３年 数学☆☆☆☆（教育出版）  

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

通

年 
課題別学習 通年 

〇数、一対一対応、計算 

〇形 

◆個々の課題に沿った数の理解ができる 

ようになる。 
・一人一人の課題 

に沿った個別

指導を行う。 

 

 

・具体物を利用し 

て指導する。 

具体物（模型） 

つみき 

はめ板 

おはじき 

時計の模型 

紙幣、硬貨のレ

プリカ 

   

 

 

・繰り返して学習 

し、理解の定着

を図る。 

 

 

・生活に即した数 

量として分か

るように、生活

単元学習など

の学習内容と

関連する。 

４ 

数、計算 

時刻と時間 

 

 
18 

○弁別、集合数、順序数 

〇５、10、数の合成、分解 

○時間と時刻   

◆個々の課題に沿った数の理解ができる 

ようになる。 

◆簡単な時計の読み方や時間を理解でき

る。 

５ 

６ 数、計算 

金銭 
18 

○金銭 ・硬貨の種類、代金、おつり 

◆金銭について身の回りの生活と結び付

けて考えることができる。 ７ 

９ 
数、計算 

長さ 

重さ 

広さ 

かさ 

30 

○長短、測定 ○重い、軽い、はかり 

○広さ比べ、単位 ○かさ比べ 

◆長短や重さの概念を理解し区別するこ 

とができる。 

◆広さや量の概念を理解し区別すること 

ができる。 

10 

11 

12 

数、計算 

こよみ 

 

9 

○弁別、集合数、順序数 

○月、日、曜日、年、カレンダー 

◆簡単な暦を理解できる。 

１ 

 

数、計算 

図形 

一年間 のま と

め 

30 

○形の弁別、形の性質、平面と立体 

◆図形の特徴に気付き、理解できる。 

◆一年間学習してきたことを振り返り、理

解できる。 

２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門中学部 学  年 1 年・２年・３年 

教科等名 美術 学習グループ(教育課程) Ｂ（知的代替） 

ねらい 

（知・技）造形的な視点に気付き、材料や用具の扱い方に親しむとともに、表し  

方を工夫する技能を身に付ける。 

（思・判・表）経験したことや思ったことを基として、発想、構想するとともに、  

身近にある作品などから、自分の見方考え方を広げることができる。 

（主）主体的に美術の活動に取り組み、創造活動の喜びを味わい、美術を愛好す  

る心情を高め、心豊かな生活を営む態度を養う。 

担当教師 
教師：出口睦貴 藤塚大輔 櫻井泰子 中島 海美 

ＣＧ: 三上和美 川上健太郎 

年間授業時数 １年：７２単位時間 ２年：７２単位時間 ３年：７２単位時間 

使用教科書 

１年：「やさしくおれるたのしいおりがみ」 (東京書店) 

２年：「母と子の手づくり教室 母と子のたのしい草木ぞめ①」(さ・え・ら書房) 

３年：「楽しい図画工作⑭こすりだし・すりだし」(国土社) 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 
描いてみよう・作っ

てみよう 

体育発表会に向け

て 

 

色彩の表現 

 

タブレット端末で

絵を描こう 

２４ 

○様々な技法を使い、自己紹介カードを制作し発

表する。 

○体育発表会に向けた装飾を制作する。 

◆自分に合った技法を用いて、作品を制作するこ

とができる。 

○タブレット端末のアプリケーションで作品を

制作する。 

◆明度、彩度についてのイメージを広げる。 

・生徒の実態に応

じた素材や道具

を使用する。 

 

・生徒が課題に取

り組みやすい腕

の角度、配置を

工夫する。 

５ 

６ 

７ 

９ 

虹輝祭に向けての

制作 

 

形の表現 

 

季節の飾り物(秋・

冬) 

 

タブレット端末で

絵を描こう。 

２６ 

○虹輝祭に向けた作品や装飾を制作する。 

◆使用する素材の感触を味わい、自ら制作したい

作品をイメージする。 

◆素材の色や形態を意識して制作する。 

○造形、道具を使った作品制作。 

◆完成像を意識して、作品を制作することができ

る。 

○季節の壁面装飾を行う。 

◆様々な季節の素材に触れながら活動に取り組

む。 

○タブレット端末のアプリケーションで作品を

制作する。 

◆明度、彩度、色相についてのイメージを広げる。 

・制作前に実演を

行い、見通しを

もって取り組め

る よ う 支 援 す

る。 

 

・必要に応じて教

師が手を添え、

素材の感触を味

わいながら造形

に取り組む。 

10 

11 

12 

１ 

色々な技法で絵を

描こう 

 

季節の飾り物(冬・

春) 

 

一年間のまとめ 

２０ 

○モダンテクニックの手法などを使い、模様作り

や表現の広がりを知る。 

◆自分の得意な動きでモダンテクニックの手法

に親しむことができる。 

○季節の壁面装飾を行う。 

◆様々な季節の素材に触れながら活動に取り組

む。 

○一年間で制作した作品の鑑賞を行う。 

◆友達と作品を鑑賞し、良さや美しさなどを認め

合う。 

・生徒の実態に合

わせた材料や道

具を用意する。 

 

・生徒が作品を楽

しめるような鑑

賞の工夫と言葉

掛けを行う。 

２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 中学部 学  年 １年・２年・3 年 

教科等名 自立活動 学習グループ（教育課程） Ｂ(知的代替) 

ねらい 
一人一人の生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体

的に改善・克服できるように自立活動の６区分に則って指導を行う。 

担当教師 
教師：藤塚大輔 櫻井泰子 中島海美 

ＣＧ：三上和美 川上健太郎 

年間授業時数 １年８７単位時間 ２年９０単位時間 ３年９０単位時間 

使用教科書 なし 

月 
単元（題材）

名 
指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

身体の取り組み 

1 年 32 

2 年 34 

3 年 33 

○身体の取り組み 

◆誘導されたように筋緊張を緩める。 

◆誘導された感覚を感じ取り、筋を伸ばす。 

◆誘導されたように仰向けでおしりをあげ

る。 

◆誘導されたように座位を行う。 

◆足底をつけて立ち上がる。 

◆片下肢へ重心を移し、歩行を行う。 

・ストレッチ、ブリッジ、寝返り、よつばい、

膝立ち、立ち直り、立ち上がり、立位、歩

行 

・校医（整形外

科）、外部専門

員と連携を図

り、継続的に

取り組めるよ

うにする。 

 

 

・鏡を活用し、自

分で姿勢を確

認できるよう

にする。 

５ 

６ 

７ 

９ 

身体の取り組み 

1 年 34 

2 年 34 

3 年 35 

○身体の取り組み 

◆誘導されたように筋緊張を緩める。 

◆誘導された感覚を感じ取り、筋を伸ばす。 

◆骨盤を起こして保持を行う。 

◆体幹を伸展させて座位を行う。 

◆重心を前方へ移し、立ち上がる。 

◆足で踏ん張りバランスをとる。 

◆体幹・骨盤を回旋させて歩行を行う。 

◆手すりにつかまり１足１段で階段昇降を

行う。 

・ストレッチ、ブリッジ、寝返り、よつばい、

膝立ち、膝歩き、立ち直り、立ち上がり、

立位、歩行、階段昇降 

 

・校医（整形外

科）、外部専門

員と連携を図

り、継続的に

取り組めるよ

うにする。 

 

 

・歩行器等の教

具 を 使 用 す

る。 

 

 

 

 

10 

11 

12 

１ 

身体の取り組み 

1 年 21 

2 年 22 

3 年 22 

○身体の取り組み 

◆筋緊張を緩めて筋を伸ばす。 

◆膝の中間の使い方を理解する。 

◆体幹を回旋させてバランスをとる。 

◆障害物に対応し、歩行を行う。 

◆手すりにつかまり１足１段で階段昇降を

行う。 

◆両手を使って教材を操作する。 

・ストレッチ、ブリッジ、寝返り、よつばい、

膝立ち、膝歩き、立ち直り、立ち上がり、

立位、歩行、階段昇降、上肢操作 

・校医（整形外

科）、外部専門

員と連携を図

り、継続的に

取り組めるよ

うにする。 

・手指の巧緻性

を高めるため

に、タブレッ

ト端末やパズ

ルなどの教材

を使用する。 

２ 

３ 

 


